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今
日
、
「
国
民
の
た
め
の
大
学
づ
く
り
」
を
考
え
る
上
で
、

大
学
が
自
ら
有
す
る
学
術
資
源
を
基
に
、
直
接
・
間
接
的
に
国

民
へ
知
の
還
元
を
果
た
す
機
関
と
し
て
、
大
学
博
物
館
の
持
つ

役
割
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昨
年
七
月
に

財
務
省
が
発
表
し
た
「
平
成
二

0
年
度
予
算
執
行
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
博
物
館
事
業
に
つ
い
て
、
山

廃
止
等
も
踏
ま
え
て
の
博
物
館
等
施
設
の
見
直
し
似
コ
ス
ト
削
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減
と
共
に
入
館
料
徴
収
や
図
録
販
売
等
の
増
収
矧
運
営
や
業
務

評
価
な
ど
が
「
今
後
の
改
善
点
・
検
討
の
方
向
性
」
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
学
博
物
館
等
協
議
会
は
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
大
学
博
物
館
等
の
使
命
に
関
す
る
無
理
解
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
一

O
月
二
四
日
付
で
声
明
を
出
し
た
。

大
学
博
物
館
の
現
状
の
一
端
に
つ
い
て
、
北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
の
活
動
を
現
場
の
視
点
か
ら
報
告
す
る
。

)
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E
E
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(
 
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
組
織

現
在
、
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
専
任
職
員
は
、
教
員
が

九
名
、
事
務
職
員
二
名
で
あ
る
。
な
お
、
事
務
職
員
は
理
学
・

生
命
科
学
事
務
部
に
所
属
し
、
博
物
館
担
当
と
し
て
係
長
一

名
、
係
員
一
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
一
名
は
函

館
市
に
存
す
る
分
館
、
水
産
科
学
館
在
籍
で
あ
る
。
教
員
は
い

ず
れ
も
学
術
専
門
分
野
を
異
に
し
、
博
物
館
教
育
・
メ
デ
ィ
ア

研
究
系
以
外
は
、
保
有
す
る
学
術
資
料
に
基
づ
く
専
門
分
野
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
事
務
室
に
派
遣
職
員
一
名
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
室
に

事
務
補
助
員
一
名
、
研
究
部
に
研
究
支
援
推
進
員
二
名
、
水
産

科
学
館
に
用
務
補
助
員
一
名
、
ま
た
、
受
付
・
展
示
解
説
要
員

と
し
て
、
請
負
会
社
の
職
員
四
名
(
常
時
二
名
)
の
、
い
わ
ゆ

る
非
正
規
雇
用
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
(
平
成
二

0
年
度
現

在)。現
実
的
に
は
、
資
料
・
標
本
類
の
維
持
・
管
理
や
展
示
作
成
、

教
育
・
普
及
活
動
な
ど
の
博
物
館
活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
、
専
任
教
員
の
み
で
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
務
に
は
非
正
規
職
員
や
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
任
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

(2) 

調
査
・
研
究
活
動

博
物
館
の
専
任
教
員
は
、
一
般
の
大
学
教
員
同
様
、
各
専
門

分
野
に
関
す
る
学
術
研
究
を
行
う
。
こ
の
他
、
こ
れ
ら
の
教
員

に
指
導
を
受
け
る
大
学
院
生
や
学
部
生
が
博
物
館
資
料
を
利
活

用
し
た
研
究
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
当
館
に
は
資
料
部
研
究
員

の
制
度
が
あ
り
、
当
館
の
施
設
・
資
料
を
利
活
用
し
た
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
資
料
部
研
究
員
に
は
学
内
の
専
任
教
員
が
兼

務
し
て
い
る
場
合
と
、
当
館
に
在
籍
し
て
無
給
で
あ
る
が
研
究

活
動
に
従
事
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

調
査
・
研
究
活
動
は
大
学
・
大
学
博
物
館
双
方
に
と
っ
て
、

活
動
の
基
幹
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
博

物
館
教
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
と
す
る
学
術
資
料
の
日
常
的

な
維
持
管
理
や
各
種
博
物
館
行
事
の
企
画
・
立
案
に
至
る
博
物

館
運
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
同
時
並
行
的
に
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
学
生
教
育
も
重
要
な



活
動
の
柱
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
い
ず
れ
の
教
員
も
研
究
に
関
す
る
時
間
的
・
物

理
的
な
余
裕
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
状
況
は
否
め
な
い
。

博
物
館
全
体
で
は
九
名
の
教
員
配
置
で
あ
る
が
、
分
野
別
に
は

各
一
名
の
配
置
で
あ
り
、
各
分
野
の
技
術
的
・
事
務
的
な
人
的

支
援
体
制
が
十
分
で
な
い
た
め
で
あ
る
。

教
員
の
調
査
・
研
究
の
停
滞
は
、
所
蔵
す
る
博
物
館
資
料
の

有
効
活
用
と
い
う
点
で
大
き
な
弊
害
で
あ
る
。
所
蔵
す
る
資
料

に
光
り
を
当
て
、
内
包
す
る
学
術
的
価
値
を
社
会
に
発
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
博
物
館
資
料
の
存
在
意
義
は
無
限
に
高
ま
っ

て
い
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
博
物
館
資
料
は
調
査
・
研
究
に

基
づ
く
学
術
活
動
に
よ
っ
て
、
国
民
に
そ
の
成
果
が
還
元
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
本
活
動
の
活
性
化
は
大
学
博
物
館
の
存
在
意

義
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
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(3) 

収
集
・
保
存
活
動

当
館
で
所
蔵
す
る
学
術
資
料
は
、
専
任
教
員
の
研
究
活
動
や

学
生
教
育
に
供
さ
れ
る
他
、
国
内
外
か
ら
の
研
究
利
用
依
頼
に

応
じ
て
様
々
な
形
で
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
研
究
機
関
か
ら
の

要
望
に
応
じ
た
標
本
貸
し
出
し
ゃ
、
相
互
の
資
料
交
換
な
ど
に

も
応
じ
て
い
る
。

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
に
は
、

札
幌
農
学
校
以
来
の
北
大

各
部
局
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
き
た
学
術
資
料
が
集
積
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
当
館
の
活
動
に
理
解
を
示
し
、
卒
業
生
や

市
民
か
ら
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
。

今
日
も
北
大
は
日
々
、
改
組
や
校
舎
新
築
に
よ
っ
て
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
資
料
の
更
新
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
学
術
遺
産
が
検
証
さ
れ

な
い
ま
ま
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
ケ

I
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。

総
合
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
収
集
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
問
題
は
そ
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
と
整
理
要
員
の
不
足
で

あ
る
。当

館
は
現
在
、
旧
理
学
部
本
館
南
側
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
北
側
に
つ
い
て
は
ご
く
一
部
を
収
蔵
庫
と

し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
全
館
整
備
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
増
大
す
る
学
術
資
料
の
収

集
・
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
絶
対
的
不
足
を
招
き
、
資
料
保
存
上
き

わ
め
て
劣
悪
な
状
態
で
の
保
管
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
現

状
で
は
、
避
難
通
路
の
確
保
な
ど
、
防
災
面
で
の
信
頼
性
を
も

揺
る
が
し
か
ね
な
い
状
況
に
発
展
し
て
き
で
い
る
。

ま
た
、
収
蔵
し
た
資
料
は
、
整
理
し
、
資
料
情
報
を
記
載
し

た
ラ
ベ
ル
と
、
照
合
可
能
な
台
帳
を
整
備
し
、
さ
ら
に
資
料
情

報
を
社
会
へ
発
信
す
る
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
、
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
現
状
で
は
、
資
料
整
理
に
関
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す
る
予
算
や
人
的
配
置
が
未
だ
に
不
充
分
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
少
数
の
短
時
間
勤
務
職
員
(
パ

l
ト
職
員
)
が
教
育
普
及

活
動
な
ど
他
の
博
物
館
活
動
と
共
に
資
料
整
理
業
務
を
細
々
と

担
う
他
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
力
を
借
り
て
実
施
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

学
術
資
料
の
整
理
業
務
は
元
来
、
専
門
的
知
識
と
技
術
を
要

す
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
専
門
知
識
の
習
得
、
技
術
の
研
鑓
、

そ
し
て
技
術
の
継
承
が
意
識
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
面
か
ら
み
て
、
現
状
の
非
正
規
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

依
存
し
た
資
料
保
存
、
特
に
資
料
保
存
に
関
す
る
専
任
の
技
術

職
員
の
配
置
が
無
い
こ
と
は
、
適
切
な
資
料
管
理
を
行
う
上
で

き
わ
め
て
問
題
で
あ
る
。

(4) 

入
館
者
数
に
と
ら
わ
れ
な
い
評
価
を

以
上
、
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
日
常
活
動
を
ざ
っ
と
紹

介
し
て
き
た
。
博
物
館
活
動
は
多
様
で
複
雑
な
も
の
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
活
動
も
そ
の
柱
は
、
大
学
の
持
つ
多
彩
な
学
術

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
大
学
を
真
に
聞
か
れ
た
国
民
の
も
の

と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
目
に
見
え
る
形
で

の
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、
有
形
無
形
の
資
料
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
・
管
理
し
、
い
つ
で
も
有
効
な
活
用
が
で
き
る

体
制
を
整
え
て
お
く
と

い
う、

一
見
わ
か
り
づ
ら
い
間
接
的

な
、
し
か
し
根
源
的
な
目
的
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

単
に
博
物
館
を

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
展
示
会
場
」
と

し
て
見
る
よ
う
な
入
館
者
数
に
よ
る
評
価
は
、
大
学
博
物
館
の

存
在
意
義
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

大
学
博
物
館
の
評
価
に
と
っ
て
、
入
館
者
数
は
あ
く
ま
で
も

一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
資
料
の
整
理
状
況
、
貸
し
出

し
・
利
用
の
動
向
、
資
料
照
会
や
情
報
発
信
の
動
向
、
講
座
参

加
者
の
感
想
や
評
価
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
総
合
的
に
分

析
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。


